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論文内容の要旨

本論文は大出力のレーザーを実現するために，ネオジムレーザーのもつ可能性を開明した研究結果

をまとめたものである。本論文は 9 章よりはっており，ネオジムイオンを添加したガラスレーザ，

YAG レーザー，無機液体レーザーについて調べ，大出力化のために必要な工学的諸問題を明らかに

している。

第 1 章は緒論であって，本研究の意義，目的について述べるとともに，全体の展望を与えている。

第 2 章ではレーザーシステムの発振部についてとくにナノ秒パルスの発生をとりあげ，パルス透過

モード法について新知見を与えている。 YAG レーザーに可飽和色素モードロッキングを施すことよ

り，再現性のあるパルス幅可変のレーザー装置を製作するのに成功している。またピコ秒光パルスは，

従来の観測手段では，測定不可能であったため，新しい手法の開発を行なっている。

第 4 章ではガラスレーザーの蛍光スペクトル幅が広いことを利用した発振スペクトル同調について

ふれている。エタロンを用いた実験では 200A"以上離れた 2 周波につき，同時発振が得られており，

プラズマ加熱のメカニズム研究や，ガラスレーザー媒質におけるスペクトル緩和の研究に有力な手段

を与えている。

第 5 章では発振部で作られたレーザ一光の増幅過程の解析を取り扱っている。増幅パラメーターの

測定法を開発し，そのデーターを用いレート方程式よりレーザー増幅器の設計を行なっている。

第 6 章ではレーザーガラスの内部，表面における損傷の研究結果についてのべている。損傷の閥値

を決定すると共に闇値向上についての研究を行ない，その技術を確立している。

第 7 章では以上の研究を基礎とした出力 250J レーザー装置の開発結果についてのべている。最終
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段はビーム径が 8 cmlこも達するためディスクレーザーを採用し，その試作結果を明らかにしている。

第 8 章では Nd イオンを添加した無機液体は廉価で、しかも液体であるため大型化が容易で、ある点に

着目し，誘導放出断面積がガラスの約 4倍あることをたしかめ，大出力レーザーとしての可能性を論

じている。

第 9 章は結論であり， 8 章にわたって述べた研究成果を総括し，得られた結果をとりまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文はネオジムイオンを用いた大出力レーザーの開発についてレーザー媒質の研究，レーザ一発

振器，増幅器システムの構成法の研究，レーザ一部品の性能向上につとめ，これらの成果の上に大出

力レーザーの設計指針を確立したものである。

まずレーザーガラスの特性の研究からはじめ，世界に誇るガラス媒質の開発を完成させ，これらを

用いたレーザーの研究を行なっている。ナノ秒パルス，ピコ秒パルスの発振器の研究を大規模に展開

し，このような時間領域での計測法を確立し，精密な実験を実施し，所期の目的を達成している。さ

らに大出力増幅器の特性を電算機を用いて，詳細に算定し実際のレーザー特性と比較して大出力レー

ザーシステムの設計法を完成している口

またガラスと同様のレーザ-特性をもっ無機液体 SeOC1 2 や POC1 3 を用いたネオジムレーザーをと

りあげ，大出力化の可能性を論じている。これらの結果はレーザーの大出力化，安定な性能，長寿命

などについて重要な知見を与えるものであって，大出力レーザーの設計法が確立された口

以上のように本論文はレーザー工学の分野に貢献するところが大であり，博士論文として価値ある

ものと三忍める。
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